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報
潮
害

地

域

主
義

関
東
甲
信
越
静
地
区
の
文
化
振

興
会
読
が
、
文
化
庁
と
新
潟
県
教

育
委
員
会
共
催
で
七
月
二
六
・
二

七
日
に
新
潟
市
で
開
催
さ
れ
た
。

五
部
会
に
分
か
れ
た
う
ち
の
、
私

は
芸
術
文
化
部
会

(
美
術
)

に
参

加
し
基
本
的
課
題
を
自
覚
し
た
。

公
立
美
術
館
で
の
資
料
収
山
菜
の

在
り
方
で
、
い
ね
ゆ
る
地
域
主
義

の
問
題
が
出
た
。
公
立
美
術
館
と

し
て
地
域
性
を
第
一
に
し
た
資
料

の
整
備
は
、
地
域
の
支
え
と
期
待

で
存
立
す
る
以
上
当
然
で
あ
る
。

こ
う
し
た
公
立
美
術
館
と
し
て
の

資
料
の
充
実
は
、
美
術
を
核
に
し

た
地
域
の
歴
史
と
文
化
の
再
発
見

と
、
美
術
の
振
興
の
基
礎
に
な
る

重
要
な
営
み
で
あ
る
。

し
か
し
、
反
省
的
に
い
う
と
、

私
に
は
こ
の
地
域
性
の
判
断
基
準

菖
墨
書
書
」
詣
謹
弘
子
」



みる・かたる・つくる

明
治
以
降
、
洋
画
の
発
展
と
相

ま
っ
て
、
房
総
の
地
に
も
多
く
の

美
術
家
が
訪
れ
、
当
地
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
作
品
を
残
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
房
総
が
首
都
東
京
に
隣

接
し
、
温
暖
な
気
候
と
変
化
に
富

ん
だ
景
観
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

彼
ら
の
大
半
は
、
房
総
を
単
に

写
生
地
と
し
て
と
ら
え
訪
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
で
も
、
房
総
の
風
土

に
触
発
さ
れ
て
、
制
作
さ
れ
た
作

品
が
作
家
自
身
に
と
っ
て
も
、
そ

の
画
風
に
お
い
て
も
、
重
要
な
一

時
期
を
示
す
結
果
を
も
た
ら
せ
た

も
の
も
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に

こ
の
中
に
は
、
美
術
史
上
に
名
を

残
す
巨
匠
た
ち
も
認
め
ら
れ
軽
視

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
点
を

含
ん
で
い
る
。
ま
た
、
房
総
を
訪

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
の
画
風

等
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
と
い
う

の
で
は
な
く
、
房
総
の
地
に
多
大

な
業
績
を
残
し
た
美
術
家
も
認
め

ら
れ
る
。

こ
の
展
覧
会
で
は
、
房
総
を
訪

れ
た
巨
匠
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ち

の
人
々
が
坊
総
と
い
う
地
か
ら
ど

の
よ
う
な
彩
管
を
受
け
た
か
、
あ

る
い
は
房
総
に
ど
の
よ
う
な
業
績

を
残
こ
し
た
か
を
、
各
々
の
芸
術

の
成
果
を
た
ど
り
な
が
ら
問
題
提

起
し
、
同
時
に
美
術
史
の
流
れ
の

中
で
の
房
総
を
考
え
て
み
た
い
。

①
房
総
を
訪
れ
作
風
に
変
化
を
も

た
ら
し
た
作
家

代
表
的
な
人
と
し
て
、
安
井
曽

太
郎
(
明
治
二
一
年
-
昭
和
三
〇

年
)

が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
安
井
は

京
都
に
生
ま
れ
、
聖
護
院
洋
画
研

究
所
に
て
浅
井
忠
に
師
事
し
た
。

滞
欧
後
、
安
井
の
作
風
は
、
セ
ザ

ン
ヌ
的
な
色
彩
と
造
形
と
を
と
り

入
れ
た
重
厚
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
、
形
体
や
色
彩
を
単
純
化

し
て
、
紫
色
を
加
え
て
行
く
な
ど

の
変
化
を
も
た
ら
し
、
「
座
像
』

(
昭
和
四
年
)

に
お
い
て
は
、
生

き
生
き
と
し
た
タ
ッ
チ
と
、
白
色

を
加
え
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
画
面

に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
作
風
は

昭
和
六
年
二
九
三
一
)
外
房
太

海
で
『
外
房
風
景
」

(
大
原
美
術

館
蔵
)
を
描
く
こ
と
に
よ
り
、
「
座

像
』

で
は
描
か
れ
な
か
っ
た
光
が

安井善太郎「鵜原風景」

れ
る
。

同
様
の
こ
と
は
、
版
本
繋
二
郎

(
明
治
一
五
年
-
昭
和
四
四
年
)

に
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
坂

本
は
久
留
米
市
に
生
ま
れ
、
小
山

正
太
郎
の
不
同
令
や
明
治
美
術
会

を
継
続
し
た
太
平
洋
画
会
で
学
ん

だ
。
そ
の
頃
の
坂
本
の
作
風
は
、

精
密
で
は
あ
る
が
平
板
な
光
の
輝

き
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
明
治
四
五
年
(
一
九
一
二
)

二
度
目
と
し
て
房
総
を
訪
れ
た
時

を
界
と
し
て
、
あ
ざ
や
か
な
色
彩

の
中
に
光
が
生
き
生
き
と
表
現
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
代
表

的
な
作
品
と
し
て
は
『
う
す
れ
日
」

加
、
え
ふ
れ
、
明
る
く
意
欲
的
な
変

化
が
み
ち
れ
る
に
至
っ
た
。
『
外

房
風
景
」
で
の
変
化
は
、
安
井
が

そ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
上
に

ょ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
が
、
画
面
に
光
が
加
、
そ
ら
れ

た
こ
と
は
、
外
房
の
明
る
く
雄
大

な
景
観
に
接
し
た
こ
と
が
ひ
と
つ

の
機
縁
と
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
風
土
の
彬
響
力
は
、
あ
ま
り

に
も
微
力
で
は
あ
る
が
、
作
瓜
の

変
化
を
も
た
ら
す
べ
き
時
期
に
、

房
総
を
訪
れ
、
そ
の
風
土
に
接
し

た
こ
と
は
、
榔
然
と
は
言
え
見
逃

す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
思
ね

章
魚
を
持
っ
て
き
た
海
女
」

り
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
)

の
牛
」

や
今
回
展
示
す
る

畑
』
な
ど
が
あ
る
。

(
ブ

「
海
岸

「
人
参坂本繁二郎「人参畑」

こ
の
よ
う
に
、
安
井
と
坂
本
に

は
、
房
総
を
訪
れ
た
時
期
の
作
風

に
共
通
し
て
、
光
が
加
え
ら
れ
て

い
る
。
明
る
く
輝
く
房
総
の
光
が

描
か
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
で
あ
ろ
う
か
。

青
木
繁
(
明
治
.
一
五
年
-
明
治

四
四
年
)
・
中
村
怒
(
明
治
二
〇

年
-
大
正
二
二
年
)
は
、
少
し
様

子
は
こ
と
な
る
が
、
大
き
く
見
て

こ
の
分
賊
に
含
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
思
お
れ
る
。

青
木
は
、
明
治
一
五
年
二
八

八
二
)

に
久
留
米
市
で
生
ま
れ
、

坂
本
と
同
様
に
不
同
合
で
学
び
、

東
京
美
術
学
校
に
も
入
学
し
て
い

る
。
明
治
三
七
年
二
九
〇
四
)

坂
本
・
森
田
恒
友
"
福
田
た
ね
と

共
に
訪
れ
た
時
に
、
「
海
の
幸
」

(
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
)
を

描
い
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
に
も
翌
年
の
再
訪
時
の

も
の
と
合
か
せ
て
数
点
の
海
の
作

品
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
時
期

の
青
木
は
、
彼
の
生
涯
を
通
じ
て
、

も
っ
と
も
充
実
し
た
時
期
で
あ
っ

た
と
言
、
え
、
明
る
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
描
か
れ
て
い
る
。
画
家
正
宗

得
三
郎
は
「
こ
の
新
鮮
で
澱
測
た

る
画
面
は
お
の
ず
か
ら
波
動
し

て
自
然
の
一
角
を
捕
え
て
い
る
」

と
賛
し
て
い
る
。
青
木
の
精
神
的

な
充
実
と
、
外
気
の
す
が
す
が
し

さ
が
結
合
し
た
結
果
に
よ
る
も
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
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中
村
舞
は
、
水
戸
市
に
生
ま
れ

た
。
房
総
へ
は
、
明
治
三
八
年

二
九
〇
五
)

に
療
養
の
た
め
訪

れ
た
の
か
最
初
で
あ
る
が
、
そ
の

後
数
回
の
転
地
療
養
の
あ
と
、
明

治
四
二
年
(
一
九
〇
九
)
と
そ

の
翌
年
、
本
格
的
に
画
作
の
た
め

に
来
て
い
る
。
前
回
で
は
、
太
平

洋
面
会
の
色
調
と
言
え
る
べ
き
色

彩
の
輝
き
を
殺
し
た
重
厚
な
脂
っ

●

ぼ
い

『
澱
』

(
宮
内
庁
蔵
)
を
描

い
て
い
る
が
、
今
回
出
品
す
る
作

品
で
次
回
に
制
作
さ
れ
た
「
海
辺

の
村
』
(
東
京
国
立
博
物
館
蔵
)
で

は
、
重
厚
な
中
に
も
色
彩
の
輝
き

と
光
が
描
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
中
村
の
充
実
し
た
精
神
と
、

印
象
派
の
傾
向
を
表
現
し
て
い
る
。

青
木
と
同
様
の
結
果
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

中村雰「海辺の村」

②
房
総
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え

た
作
家

こ
の
中
に
は
、
昨
年
度
、
企
画

展
で
紹
介
し
た
堀
江
正
章
を
は
じ

め
と
し
、
緯
貞
雄
な
ど
が
上
げ
ら

れ
よ
う
。
彼
ら
は
、
教
育
者
と
し

て
多
く
の
逸
材
を
育
て
る
な
ど
、

そ
の
彫
響
力
は
強
い
。
し
か
し
、

原
風
景
を
視
点
に

高
橋

在
久

一みる・かたる・つくる

房
総
の
地
が
日
本
近
代
洋
画

史
の
な
か
で
、
写
生
地
と
し
て

脚
光
を
浴
び
た
の
は
明
治
十
一

年
で
あ
る
。
近
代
洋
画
史
の
先

駆
的
巨
匠
で
あ
る
浅
井
忠
の
、

二
十
二
歳
の
午
の
「
印
胸
沼
」

の
ス
ケ
ッ
チ
が
証
明
し
、
現
在

本
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
て
、
原

風
景
と
し
て
の
房
総
の
始
源
を

考
え
さ
せ
る
。

特
別
展
「
房
総
を
訪
れ
た
巨

匠
た
ち
」
は
、
こ
れ
ま
で
や
、

超
歴
史
的
に
鑑
賞
さ
れ
た
作
品

を
、
さ
ら
に
、
そ
の
作
家
を
歴

史
的
な
存
在
と
し
て
見
な
あ
す

こ
と
を
念
願
し
、
ひ
と
つ
の
視

点
と
し
て
原
風
景
を
加
え
る
こ

と
を
す
す
め
た
い
。

近
代
洋
画
史
の
な
か
の
巨
匠

た
ち
は
、
意
外
な
ほ
ど
房
総
の

風
土
に
立
ち
、
交
感
し
感
動
を

増
大
さ
せ
主
題
に
選
び
、
さ
ま

ざ
ま
の
心
象
を
画
布
に
託
し
て

き
た
。
房
州
に
滞
在
し
流
転
を

確
信
し
た
中
村
努
の

「
海
辺
の

村
』

や
、
藤
島
武
二
が
晩
年
に

銚
子
を
訪
ね
て
描
い
た

「
犬
吠

崎
の
灯
台
」
な
ど
、
今
回
の
展

示
作
品
か
ら
も
い
え
る
。

こ
う
し
た
、
作
品
の
発
想
形

成
空
間
や
作
家
の
生
活
形
成
空

間
を
分
析
し
、
歴
史
的
に
作
品

に
接
近
し
理
解
を
深
め
る
原
風

景
の
追
究
は
、
趨
め
て
重
要
な

近
代
洋
画
史
へ
の
視
点
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
作
品

の
造
形
性
を
無
視
す
る
こ
と
で

は
な
く
、
ま
た
、
房
総
で
の
削

作
や
生
活
に
限
定
し
た
問
題
で

も
な
い
。

先
年
、
高
幡
義
孝
氏
が
『
思

想
」
へ
昭
和
五
十
三
年
一
一
月
号
、

岩
波
書
店
刊
)
で
「
煉
光
景
と
原

鳳
景
」
を
論
じ
た
が
、
そ
こ
で

「
原
鳳
貴
の
精
緻
な
分
析
は
、

芸
術
・
文
学
の
一
つ
の
新
し
い

研
究
主
題
で
あ
り
、
有
望
な
未

来
の
期
待
で
き
る
研
究
主
題
だ
」

と
ま
で
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
基

本
的
な
近
代
洋
画
史
へ
の
接
近

と
理
解
の
一
方
法
で
あ
る
。

す
で
に
好
例
と
し
て
、
読
売

新
聞
日
曜
版
に
連
載
中
の
田
中

棲
氏
の

「
日
本
の
四
季
」

は
、

実
感
的
な
煉
風
景
の
追
究
が
可

能
な
こ
と
を
証
明
し
美
術
史
を

弦
大
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
丈

学
で
も
数
年
前
か
ら
奥
勘
鰹
男

氏
が
『
文
学
に
お
け
る
煉
鳳
景
』

へ
昭
和
四
十
七
年
・
集
英
社
刊
)

で
、
先
駆
的
に
文
学
へ
の
理
解

の
在
り
方
を
示
し
彬
轡
を
与
え

て
い
る
。

と
に
か
く
、
房
総
の
太
平
洋

沿
岸
の
海
辺
に
は
、
変
化
に
富

む
絵
の
た
め
に
自
然
が
造
型
し

た
よ
う
な
リ
ア
ス
式
海
岸
の
景

観
と
、
作
家
た
ち
の
心
憎
と
合

致
し
造
型
意
志
を
増
大
さ
せ
た

風
景
が
連
続
し
、
当
然
の
よ
う

に
風
景
と
の
交
感
の
結
晶
が
近

代
洋
画
史
を
飾
っ
て
い
る
。
従

っ
て
「
房
総
を
訪
れ
た
巨
匠
た

ち
」
展
を
機
会
に
、
原
風
景
を

視
点
に
加
え
た
近
代
洋
画
史
へ

の
接
近
と
、
そ
の
中
に
位
韻
す

る
房
総
の
再
発
見
を
重
ね
て
す

す
め
、
視
野
の
畏
閲
を
期
待
し

た
い
.

結
果
的
に
は
、
定
住
し
て
い
る
た

め
、
「
訪
れ
た
」

こ
と
に
は
間
違

い
で
は
な
い
が
、
厳
密
な
意
味
か

ら
除
外
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

今
回
の
出
品
作
家
の
中
で
は
、

山
本
醐

(
明
冶
一
五
年
-
昭
和
二

一
年
)

が
代
表
さ
れ
る
。

山
本
は
岡
崎
市
に
生
ま
れ
た
。

十
才
の
時
よ
り
木
口
木
版
を
習
得

し
、
東
京
美
術
学
校
に
入
学
し
て

黒
田
清
輝
に
宰
・
笑
㌔

房
総
を
描

い
た
作
品
に
つ
い
て
は
特
筆
す
べ

き
も
の
は
な
い
が
、
浦
安
の
漁
師

を
描
い
た
木
口
木
版
『
漁
夫
』

と

薮
点
の
版
画
や
今
回
既
示
す
る
水

彩
画
『
御
宿
鳳
景
』

が
現
有
す
る
。

こ
れ
ら
の
作
晶
か
ら
は
、
房
総
か

ら
の
彰
聾
を
兄
い
出
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
彼
の
房
総
へ
の
彫
轡
は
、

彼
が
生
涯
力
を
そ
そ
い
だ
児
童
自

由
画
教
育
と
農
民
美
術
運
動
で
あ

る
。
時
に
前
者
は
、
大
正
一
〇
年

北
条
(
現
在
の
館
山
市
)
に
お
い
て

自
由
画
展
が
開
か
れ
た
の
を
始
め

と
し
て
、
干
葉
師
範
学
校
附
輯
小

学
校
で
も
開
催
さ
れ
、
こ
の
時
山

本
白
身
が
講
演
を
行
う
な
ど
、
当

時
全
国
で
も
先
躯
的
活
動
を
行
い

注
目
さ
れ
て
い
た
。
自
由
回
教
育

と
は
、
旧
蔦
且
が
従
来
の
臨
本
(
教

科
書
)
を
そ
/
ノ
く
り
摸
写
す
る
と

い
う
の
で
は
な
く
、
自
分
の
眼
で

み
た
対
象
物
を
自
分
が
忠
上
る
ま

ま
に
描
く
こ
と
を
第
一
義
と
し
た

-
3
-



みる・かたる・つくる

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
全
国
に

拡
ま
っ
て
行
っ
た
が
、
房
総
の
果

し
た
役
割
は
重
要
な
も
の
で
あ
っ

た
。
一
方
、
後
者
の
農
民
美
術
運

動
は
、
農
閑
期
に
農
民
が
工
芸
品

を
作
り
、
そ
れ
を
売
り
副
収
入
を

得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

房
総
で
は
、
昭
和
八
年
の
段
階
で
、

千
葉
県
農
業
生
産
組
合
が
組
織
さ

れ
た
の
を
始
め
ヾ

香
取
・
鴨
川
・

勝
浦
で
も
組
織
さ
れ
て
お
り
、
積

極
的
な
活
動
の
様
子
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

こ
の
二
つ
の
運
動
は
、
房
総
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
特
に

自
由
画
の
影
轡
は
強
く
、
山
本
と

の
係
り
合
い
を
見
逃
す
こ
と
は
で

き
な
い
で
あ
ろ
う
。

③
房
総
を
愛
し
た
作
家

房
総
を
愛
し
た
作
家
は
多
い
。

そ
の
中
で
も
、
今
回
と
り
あ
げ
た

金
山
平
三
(
明
治
二
ハ
年
-
昭
和

三
九
年
)
・
林
倭
衝
(
明
治
二
八

年
-
昭
和
二
〇
年
)
な
ど
が
、
代

表
的
人
物
と
思
お
れ
る
。

金
山
は
神
声
市
に
生
ま
れ
、
東

京
美
術
学
校
で
柴
田
清
輝
に
学
ん

だ
。
諏
訪
を
愛
し
、
よ
く
作
画
に

出
か
け
、
多
く
の
名
作
を
描
い
て

い
る
が
、
同
時
に
、
努
総
に
も
生
涯

を
通
じ
度
々
訪
れ
て
い
る
。
そ
の

回
数
も
二
十
回
近
く
に
及
び
、
今

金山平三「風雨の翌日」

時
に

「
少
年
時
代
か
ら
、
た
っ
た

ひ
と
り
で
刻
々
と
変
化
す
る
自
然

に
み
と
れ
、
お
れ
を
忘
れ
、
学
校

へ
い
く
こ
と
を
忘
れ
て
仔
ん
で
い

た
よ
う
に
、
四
十
歳
を
越
え
た
倭

衛
で
あ
っ
た
が
、
ひ
ろ
ぴ
ろ
と
し

た
海
の
青
や
緑
や
藍
色
に
変
色
す

る
景
色
を
な
が
め
て
い
る
と
、
も

う
何
も
考
、
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
く

る
の
だ
っ
た
」

と
小
崎
軍
司
氏
は

そ
の
著
『
林
倭
衛
』

に
お
い
て
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
林
は
、
房
総
に

お
い
て
生
涯
最
も
佳
作
を
多
く
描

い
た
時
期
で
あ
っ
た
。

会

期
・
入
場
料
等

●
会
期

9
月
1
 
4
日
㈹
̃
1
0
月
1
 
8
日
㈹

開
館
時
間
は
、
午
前
9
時
̃
午

後
4
時
0
0
分

休
館
日

月
曜
(
た
だ
し
、
9

月
2
4
日
は
開
館
し
、
翌
日
休
館
)

●
入
場
料

大
人
三
〇
〇
円
(
二
〇
〇
円
)

大
・
高
生
二
〇
〇
円
二
〇
〇

円
)
、
中
・
小
生
一
〇
〇
円
(
五

〇
円
)

(
)
内
は
二
〇
名
以
上
の
団
体
料
金

演
題

房
総
を
訪
れ
た
作
家

講
師

窪
島
誠
一
郎
(
信
濃
デ
ッ

サ
ン
館
館
長
)

日
時

1
 
0
月
6
日
脚

午
後
2
時

よ
り

無
料

会
場

千
葉
県
立
美
術
館

美
術
を
語
る
会

回
出
品
す
る
『
風
雨
の
翌
日
」
(
東

京
芸
術
大
学
蔵
)
は
、
昭
和
八
年

(
一
九
三
三
)
千
倉
で
描
か
れ
た

も
の
で
あ
り
、
彼
の
代
表
作
の
一

つ
と
も
な
っ
て
い
る
。

林
は
上
田
市
に
生
ま
れ
、
特
に

師
事
し
た
人
も
い
な
い
が
、
大
杉

栄
を
描
い
た
『
出
練
の
日
の
0
氏
』

が
撤
回
命
令
を
受
け
た
こ
と
に
よ

り
名
を
高
め
た
。
た
び
た
び
房
総

を
訪
れ
て
い
る
が
、
晩
年
市
川
で

居
を
構
え
た
り
、
鵜
原
や
御
宿
に

長
期
滞
在
し
盛
ん
に
作
画
し
て
お

り
、
房
総
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

は
、
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
気
味
で
あ

っ
た
林
が
、
都
会
の
雄
勝
と
潤
を

飲
む
機
会
か
ら
逃
れ
る
た
め
で
あ

っ
た
と
言
お
れ
る
が
、
そ
れ
と
同

講

演

会

林倭衛「鵜原の海」

特
別
展
に
伴
い
美
術
講
演
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

展
覧
会
に
つ
い
て
、
「
語
り
合

い
」

の
中
か
ら
、
作
家
や
作
品
に

つ
い
て
の
知
識
や
理
解
を
深
め
る

た
め
に
開
催
し
ま
す
。

話
題

原
風
景
と
し
て
の
房
総

話
題
提
供
者

高
橋
在
久
(
本
館

副
館
長
)

日
時

9
月
2
9
日
出

午
後
2
時

よ
り

会
場

千
葉
県
立
美
術
館

ー
4
喜

今
回
の
展
覧
会
に
は
、
以
上
の

外
、
藤
島
武
二
・
小
杉
来
聴
・
牧

野
虎
雄
・
大
久
保
作
次
郎
・
児
蔦

喜
三
郎
の
作
品
を
加
、
え
、
洋
画
五

七
点
を
展
示
す
る
。

筑
波
日
記
を
刊
行

浅
井
想
像
建
立
委
員
会
の
御

園
田
田
園

高
配
に
よ
り
、
浅
井
の
青
年
時

代
の
紀
行
文
で
あ
る
「
筑
波
日

記
」
を
復
刻
刊
行
し
た
。

こ
の
日
記
は
、
東
京
か
ら
郷

里
の
佐
倉
を
経
て
、
銚
子
を
巡

り
、
筑
波
山
に
登
っ
た
十
日
間

の
行
程
を
軽
い
タ
ッ
チ
と
達
筆

な
文
章
で
痛
快
に
託
し
て
い
る
。

明
治
十
年
代
の
見
聞
し
た
地
域

の
景
観
や
風
俗
・
習
慣
を
も
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
多

く
の
人
々
の
便
宜
を
は
か
る
た

め
試
論
と
解
説
を
加
え
た
。

浅
井
忠
の
人
と
芸
術
の
背
景

を
知
る
う
え
で
の
好
資
料
と
な

る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

●

●



中
村
舞
は
、
水
戸
市
に
生
ま
れ

た
。
房
総
へ
は
、
明
治
三
八
年

(
一
九
〇
五
)

に
療
養
の
た
め
訪

れ
た
の
が
最
初
で
あ
る
が
、
そ
の

後
数
回
の
転
地
療
養
の
あ
と
、
明

治
四
二
年
(
一
九
〇
九
)

と
そ

の
翌
年
、
本
格
的
に
画
作
の
た
め

に
来
て
い
る
。
前
回
で
は
、
太
平

洋
国
会
の
色
調
と
言
え
る
べ
き
色

彩
の
輝
き
を
殺
し
た
重
厚
な
脂
っ

●

●

ほ
い

『
厳
』

(
宮
内
庁
蔵
)
を
描

い
て
い
る
が
、
今
回
出
品
す
る
作

品
で
次
回
に
制
作
さ
れ
た

r
海
辺

の
村
』
(
東
京
国
立
博
物
館
蔵
)
で

は
、
重
厚
な
中
に
も
色
彩
の
輝
き

と
光
が
描
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
中
村
の
充
実
し
た
精
神
と
、

印
象
派
の
傾
向
を
表
現
し
て
い
る
。

青
木
と
同
様
の
結
果
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

中村雰「海辺の村」

②
房
総
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え

た
作
家
・

こ
の
中
に
は
、
昨
年
度
、
企
画

展
で
紹
介
し
た
堀
江
正
章
を
は
じ

め
と
し
、
椿
貞
雄
な
ど
が
上
げ
ら

れ
よ
う
。
彼
ら
は
、
教
育
者
と
し

て
多
く
の
逸
材
を
脊
て
る
な
ど
、

そ
の
彬
響
力
は
強
い
。
し
か
し
、

原
風
景
を
視
点
に

高
橋

在
久

-みる・かたる・つくる

房
総
の
地
が
日
本
近
代
洋
画

史
の
な
か
で
、
写
生
地
と
し
て

脚
光
を
浴
び
た
の
は
明
治
十
一

年
で
あ
る
。
近
代
洋
画
史
の
先

駆
的
巨
匠
で
あ
る
浅
井
忠
の
、

二
十
二
歳
の
年
の
「
印
旛
沼
」

の
ス
ケ
ッ
チ
が
証
明
し
、
現
在

本
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
て
、
原

風
景
と
し
て
の
房
総
の
始
源
を

考
え
さ
せ
る
。

特
別
展
「
房
総
を
訪
れ
た
巨

匠
た
ち
」
は
、
こ
れ
ま
で
や
、

超
歴
史
的
に
鑑
賞
さ
れ
た
作
品

を
、
さ
ら
に
、
そ
の
作
家
を
歴

史
的
な
存
在
と
し
て
見
な
あ
す

こ
と
を
念
願
し
、
ひ
と
つ
の
視

点
と
し
て
原
風
景
を
加
え
る
こ

と
を
す
す
め
た
い
。

近
代
洋
画
史
の
な
か
の
巨
匠

た
ち
は
、
意
外
な
ほ
ど
房
総
の

風
土
に
立
ち
、
交
感
し
感
動
を

増
大
さ
せ
主
題
に
選
び
、
さ
ま

ざ
ま
の
心
象
を
画
布
に
託
し
て

き
た
。
房
州
に
滞
在
し
流
転
を

確
信
し
た
中
村
努
の

「
海
辺
の

村
』

や
、
藤
島
武
二
が
晩
年
に

銚
子
を
訪
ね
て
描
い
た

『
犬
吠

崎
の
灯
台
」
な
ど
、
今
回
の
展

示
作
品
か
ら
も
い
え
る
。

こ
う
し
た
、
作
品
の
発
想
形

成
空
間
や
作
家
の
生
活
形
成
空

間
を
分
析
し
、
歴
史
的
に
作
品

に
接
近
し
理
解
を
深
め
る
原
風

景
の
追
究
は
、
極
め
て
重
要
な

近
代
洋
画
史
へ
の
視
点
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
作
品

の
造
形
性
を
無
視
す
る
こ
と
で

は
な
く
、
ま
た
、
房
総
で
の
訓

作
や
生
活
に
限
定
し
た
問
題
で

も
な
い
。

先
年
、
商
略
義
孝
氏
が
『
思

想
』
へ
昭
和
五
十
三
年
一
一
月
号
、

岩
波
書
店
刊
)
で
「
原
光
景
と
煉

風
景
」
を
論
じ
た
が
、
そ
こ
で

「
原
鳳
寮
の
精
緻
な
分
析
は
、

芸
術
・
文
学
の
一
つ
の
新
し
い

研
究
主
題
で
あ
り
、
有
望
な
未

来
の
期
待
で
き
る
研
究
主
題
だ
」

と
ま
で
い
れ
れ
た
よ
う
に
、
基

本
的
な
近
代
洋
画
史
へ
の
接
近

と
理
解
の
一
方
法
で
あ
る
。

す
で
に
好
例
と
し
て
、
読
売

新
聞
日
曜
版
に
連
載
中
の
田
中

棲
氏
の

「
日
本
の
四
季
」
は
、

実
感
的
な
原
風
景
の
追
究
が
可

能
な
こ
と
を
証
明
し
美
術
史
を

披
大
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
丈

学
で
も
数
年
前
か
ら
喚
野
健
男

氏
が
『
文
学
に
お
け
る
原
鳳
案
出

へ
昭
和
四
十
七
年
・
集
英
社
刊
)

で
、
先
駆
的
に
文
学
へ
の
理
解

の
在
り
方
を
示
し
彬
轡
を
与
え

て
い
る
。

と
に
か
く
、
房
総
の
太
平
洋

沿
岸
の
海
辺
に
は
、
変
化
に
富

む
絵
の
た
め
に
自
然
が
造
型
し

た
よ
う
な
リ
ア
ス
式
海
岸
の
景

観
と
、
作
家
た
ち
の
心
憎
と
合

致
し
造
型
意
志
を
塙
大
さ
せ
た

風
景
が
連
続
し
、
当
然
の
よ
う

に
風
景
と
の
交
感
の
結
晶
が
近

代
洋
画
史
を
飾
っ
て
い
る
。
従

っ
て
「
房
総
を
訪
れ
た
巨
匠
た

ち
」
展
を
機
会
に
、
原
鳳
寮
を

視
点
に
加
え
た
近
代
洋
画
史
へ

の
接
近
と
、
そ
の
中
に
位
置
す

る
房
総
の
再
発
見
を
重
ね
て
す

す
め
、
視
野
の
展
開
を
期
待
し

た
い
。

結
果
的
に
は
、
定
住
し
て
い
る
た

め
、
「
訪
れ
た
」

こ
と
に
は
間
違

い
で
は
な
い
が
、
厳
密
な
意
味
か

ら
除
外
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

今
回
の
出
品
作
家
の
中
で
は
、

山
本
鼎

(
明
冶
一
五
年
-
昭
和
二

一
年
)

が
代
表
さ
れ
る
。

山
本
は
岡
崎
市
に
生
ま
れ
た
。

十
才
の
時
よ
り
本
山
木
版
を
習
得

し
、
東
京
美
術
学
校
に
入
学
し
て

黒
田
清
輝
に
字
′
急
信
-
房
総
を
描

い
た
作
品
に
つ
い
て
は
特
筆
す
べ

き
も
の
は
な
い
が
、
浦
安
の
漁
師

を
描
い
た
木
口
木
版
『
漁
夫
』

と

数
点
の
版
画
や
今
回
煉
示
す
る
水

彩
画
『
御
清
鳳
景
山

が
現
存
す
る
。

こ
れ
ら
の
作
晶
か
ら
は
、
房
総
か

ら
の
彰
聾
を
兄
い
出
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
彼
の
房
総
へ
の
彰
轡
は
、

彼
が
生
涯
力
を
そ
そ
い
だ
児
童
自

由
画
教
育
と
農
民
美
術
運
動
で
あ

る
。
時
に
前
者
は
、
大
正
一
〇
年

北
条
(
現
在
の
館
山
市
)
に
お
い
て

自
由
画
展
が
聞
か
れ
た
の
を
始
め

と
し
て
、
干
葉
師
範
学
校
附
属
小

学
校
で
も
開
催
さ
れ
、
こ
の
時
山

本
自
身
が
講
演
を
行
う
な
ど
、
当

時
全
国
で
も
先
難
的
活
動
を
行
い

注
目
さ
れ
て
い
た
。
自
由
画
教
育

と
は
、
豊
里
が
従
来
の
臨
本
(
教

科
菩
)
を
そ
〆
ノ
く
り
摸
写
す
る
と

い
う
の
で
は
な
く
、
自
分
の
膜
で

み
た
対
象
物
を
自
分
が
感
じ
る
ま

ま
に
描
く
こ
と
を
第
一
義
と
し
た

ー
3
葛



みる・かたる・つくる-

収
蔵
品
紹
介

大
久
保
作
次
郎
作
「
丘
上
の
鐘
楼
」

鴨
川
市
太
海
は
、
県
指
定
名
勝

の
仁
右
街
門
島
等
、
自
然
の
風
光

美
に
富
み
、
恰
好
の
写
生
地
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
画
家
が
訪

れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の

大
久
保
作
次
郎
も
、
し
ば
し
ば
太

海
に
足
を
運
ん
だ
画
家
の
一
人
で

あ
っ
た
。
当
地
の
旅
館
で
あ
る
江

澤
館
に
残
さ
れ
て
い
る
大
正
後
期

か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
古
い

宿
帳
に
も
彼
の
名
が
記
さ
れ
て
い

る
。
制
作
も
精
力
的
に
行
な
っ
て

お
り
、
中
で
も
昭
和
五
年
作
の
「
波

太
の
漁
家
」
 
、
「
外
房
の
漁
村
」
等

は
、
太
海
で
の
成
果
と
し
て
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。大久保作次郎「丘上の鐘楼」

こ
の

「
丘
上
の
鐘
楼
」
も
、
や

は
り
当
地
に
モ
チ
ー
フ
を
求
め
た

作
品
で
あ
っ
て
、
制
作
時
期
は
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
恐
ら
く
前
記

の
作
品
と
同
じ
頃
の
も
の
と
思
わ

れ
る
。
青
空
が
広
が
り
、
木
々
の

薬
は
光
に
包
ま
れ
、
明
る
く
輝
い

て
い
る
。
後
景
の
鐘
楼
も
光
と
影

の
効
果
に
よ
り
、
そ
の
存
在
を
明

確
に
し
、
ま
た
大
地
は
暖
か
な
土

の
香
り
を
た
た
え
て
い
る
。

彼
は
、
明
治
二
十
三
年
大
阪
市

に
生
ま
れ
、
東
京
美
術
学
校
西
洋

画
本
科
・
同
校
研
究
科
で
学
ん

だ
。
明
治
四
十
四
年
の
第
五
回
文

展
に
初
入
選
以
来
、
本
格
的
に
創

作
活
動
を
行
な
っ
た
が
、
昭
和
四

十
八
年
に
没
す
る
ま
で
、
常
に
身

近
な
題
材
に
愛
情
を
注
ぎ
、
情
感

の
溢
れ
た
作
品
を
生
み
出
し
た
。

そ
し
て
そ
の
多
く
は
、
明
る
い
光

と
眼
か
さ
に
満
ち
た
外
光
派
の
穏

鰹
な
作
風
に
よ
っ
て
い
た
。

昭
和
二
年
、
第
八
回
帝
展
審
査

員
と
な
り
、
ま
た
昭
和
十
三
年
創

立
の
辟
樹
社
に
同
十
六
年
ま
で
会

長
と
し
て
在
籍
。
昭
和
十
四
年
に

は
創
元
会
を
結
成
し
、
作
品
を
発

表
し
た
。
戦
後
は
、
主
に
日
展
を

舞
台
に
活
躍
し
、
審
査
員
、
参
事
、

評
議
員
等
を
歴
任
し
た
。
他
に
、

新
世
紀
美
術
協
会
を
結
成
し
て
い

る
。
昭
和
三
十
四
年
に
日
本
芸
術

院
貨
を
受
賞
、
同
三
十
八
年
に
は

日
本
芸
術
院
会
員
に
就
任
し
た
。

●

表
現
の
特
色

山
水
画
・
風
景
画

絵
画
に
と
っ
て
「
い
か
に
描

く
か
」

と
い
う
こ
と
は
重
要
な

こ
と
で
す
が
、
ま
た
、
同
時
に

「
何
を
描
く
か
」
と
い
う
こ
と

も
非
常
に
大
切
な
問
題
で
す
。

こ
の
頃
の
よ
う
に
、
日
本
画

が
表
現
の
姿
を
大
き
く
変
え
る

ま
で
は
、
題
材
に
よ
っ
て

「
人

物
・
山
水
・
花
鳥
」

の
三
つ
に

分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
封

で
伝
統
的
な
肥
え
方
が
な
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

も
と
も
と
、
山
水
画
(
風
景

画
)

は
、
宗
教
画
や
人
物
画
の

背
景
と
し
て
あ
っ
た
自
然
の
独

立
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
自
然
物
や
風
景
が
独
立
し

た
山
水
画
(
風
景
画
)

と
し
て

一
般
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
西
洋
で
は
東
洋
に
比

べ
て
ず
っ
と
後
の
こ
と
で
す
。

東
洋
、
特
に
中
国
に
於
て
は

七
・
八
世
紀
頃
に
は
独
立
し
た

絵
画
の
世
界
を
創
っ
て
い
る
の

に
対
し
て
、
西
洋
で
は
、
十
七

世
紀
頭
か
ら
と
み
ら
れ
て
い
ま

す
。
日
本
に
お
い
て
も
中
国
の

ま
す
が
、
十
四
世
紀
∴
室
町
時

代
に
は
、
山
水
画
か
ら
更
に
花

鳥
画
が
敏
立
し
、
「
人
物
・
山

水
・
花
鳥
」

の
三
大
潮
流
の
世

界
を
創
り
上
げ
て
い
ま
す
。
そ

れ
だ
け
、
東
洋
人
の
生
活
が
早

く
か
ら
自
然
と
結
び
つ
い
て
、

自
然
に
対
し
て
親
し
み
の
心
を

約
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
全
体
と

し
て
は
か
え
っ
て
真
に
追
よ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

作
者
の
感
じ
た
理
想
的
な
山
水

(
胸
中
の
丘
塾
)

を
描
く
こ
と

浦上玉堂「穿幽遠深」

∵
彬
轡
は
早
く
か
ら
現
お
れ
て
い

抱
い
て
い
た
か
ら
と
も
い
え
ま

し
ょ
、
つ
。

西
洋
に
お
い
て
は
、
物
を
物

と
し
て
視
る
こ
と
か
ら
生
じ
た

も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

東
洋
で
は
、
象
徴
的
な
意
味
を

も
っ
た
自
然
と
し
て
描
か
れ
、

更
に
、
作
者
の
自
然
観
を
表
現

す
る
も
の
、
自
然
の
精
神
(
こ

こ
ろ
)

を
描
く
も
の
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
単
に
自

然
の
山
水
の
姿
を
あ
り
の
ま
、

に
描
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

描
か
れ
た
山
水
は
実
景
と
は
大

い
に
異
な
り
、
省
略
さ
れ
、
要

が
限
本
の
理
念
で
あ
っ
た
こ
と

に
も
よ
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
山
水

画
も
、
明
治
以
降
、
洋
画
の
彬

轡
を
う
け
、
想
念
的
、
理
念
的

な
も
の
か
ら
写
実
的
な
も
の
へ
、

傭
軟
的
な
見
方
か
ら
自
由
な
視

点
を
も
つ
鳳
東
園
へ
と
変
り
、
そ

の
対
象
も
山
水
に
限
ら
ず
、
平

原
や
建
造
物
な
ど
広
範
囲
に
ね

だ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

東
洋
美
術
に
お
け
る
自
然
観

や
自
然
の
表
現
で
あ
る
「
山
水
」

「
花
鳥
」

と
い
う
区
分
を
西
洋

美
術
の
「
嘗
d
s
c
a
p
●
(
風
景
)

S
三
。
e
「
i
f
e
(
静
物
)

と
い
う

語
に
相
当
さ
せ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
近
代
に

な
っ
て
か
ら
削
ら
れ
た
言
葉
と

い
え
ま
し
ょ
う
。速

水
御
舟
「
横
浜
」

ー
6
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●
昭
和
五
十
四
年
度
第

一
回
美
術
館
協
議
会

開
く

去
る
六
月
十
九
日
、

本
年
度
第
一
回
の
美
術

館
協
議
会
が
開
催
さ
れ

た
。

昭
和
五
十
四
年
度
の

予
算
並
び
に
事
業
構
想
、

は
じ
め
と
し

柵
係
各
位
、
本
館

県
民
ア
ト
リ
エ
に
関
す

る
件
な
ど
に
つ
い
て
協
議
が
交
ね

さ
れ
た
。

な
お
、
協
議
会
委
員
の
方
々
は

昨
年
と
同
様
で
あ
る
。

●
第
3
回
千
葉
県
移
動
美
術
館

始
ま
る

-みる・かたる・つくる

か
ら
館
長
、
副
館
長
等
の
職
員
列

席
の
も
と
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
が

催
さ
れ
、
展
覧
会
の
成
功
を
祈
っ

た
。
こ
の
後
、
移
動
美
術
館
は
会

場
を
銚
子
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
に

移
し
、
9
月
l
日
̃
1
6
日
ま
で
開

催
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
美
術
を

よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
御
鑑
賞

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

●
第
2
回
美
術
を
語
る
会

「
風
景
と
作
家
」

七
月
二
十
九
日
、
千
葉
大
学
助

教
授
戸
田
健
夫
氏
を
話
題
提
供
者

に
迎
え
開
催
し
た
。
展
覧
中
の
「
日

本
の
風
土
」
展
を
素
材
に
モ
チ
ー

フ
と
し
て
鳳
寮
を
描
く
こ
と
、
日

本
の
風
土
と
日
本
人
の
感
受
性
に

触
れ
な
が
ら
、
語
り
合
い
の
材
料
を

表
情
豊
か
に
提
供
さ
れ
た
。

七
月
三
十
一
日
、
カ
ナ
ダ
大
使
館

の
一
等
書
記
官
と
、
カ
ナ
ダ
の
ノ

ー
ス
バ
ン
ク
ー
バ
ー
と
姉
妹
都
市

の
関
係
に
あ
る
干
葉
市
か
ら
市
長

の
代
理
と
し
て
高
橋
収
入
役
が
来

館
さ
れ
、
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り

の
展
覧
会
を
見
学
し
た
。

館内をみろ-行

コ
ー
ナ
ー

伝

言

板

圏
尊∴∴書や 」
薫き葦諺
認藷㌢

月
お
く
れ
の
お
盆
の
あ
げ
た
八

月
十
六
日
舞
3
回
千
葉
県
移
動
美

術
館
が
、
成
田
市
の
成
田
国
際
文

化
会
館
で
オ
ー
プ
ン
し
た
。
当
日

は
、
開
催
に
先
か
け
、
来
賓
の
方

々
は
も
と
よ
り
地
元
成
田
市
か
ら
、

長
谷
川
市
長
、
阿
波
寄
教
育
長
を

留⊥醐
美術を語る会から

●
県
展
等
の
準
備
並
び
に
整
理
の

た
め
、
次
の
期
間
が
臨
時
休
館
日

と
な
り
ま
す
。

1
0
月
1
 
9
日
㈱
̃
1
0
月
2
6
日
脚

‖
月
1
 
9
日
間
̃
日
月
2
1
日
㈹

●
県
展
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、

県
美
術
会
事
務
局
.
(
〇
四
三
-
2
2

-
二
七
一
〇
)

へ
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
加
友
好
の
輪

日
加
国
交
5
0
周
年
記
念
と
し
て

の

「
カ
ナ
ダ
風
景
画
展
」
開
催
に

と
も
な
い
、
オ
ー
プ
ン
日
で
あ
る

土

肥

刀
泉
氏

本
名
卓
。
昭
和
五
十
四
年
六
月

二
十
三
日
逝
去
。
八
十
歳
。

成
田
市
に
生
ま
れ
、
日
展
で
活

躍
。
東
陶
会
の
創
立
に
も
参
与
し

た
。
本
県
陶
芸
界
の
革
分
け
的
存

在
で
あ
っ
た
。
螺
美
術
会
常
任
理
事

美
術
館
に
思
う

川
瀬
草
子

新
聞
で
夏
期
講
座
を
知
り
、

専
門
家
の
お
話
に
棲
す
る
こ
と

が
で
き
、
こ
の
良
い
チ
ャ
ン
ス

に
思
い
が
け
な
く
恵
ま
れ
た
こ

と
を
感
謝
致
し
ま
す
。
平
和
で

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
地
か
ら
、
絵

が
搬
入
さ
れ
、
観
賞
す
る
機
会

が
あ
る
現
在
に
も
か
、
お
ら
ず
、

案
外
辞
少
年
は
絵
画
に
接
す
る

機
会
が
少
い
よ
う
に
思
ね
れ
ま

す
。
考
え
て
み
ま
す
に
、
営
利
商

法
に
突
走
り
こ
れ
で
も
か
、
こ

れ
で
も
が
と
一
方
的
に
せ
ま
っ

て
く
る
テ
レ
ビ
の
彬
饗
で
片
寄

っ
た
人
間
を
創
り
つ
、
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
、
子
育
て
の
私

は
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。
病
気

に
お
か
さ
れ
た
り
突
然
の
事
故

に
あ
い
苦
悶
の
中
か
ら
創
作
さ

れ
た
作
品
が
、
一
人
の
人
間
を

形
成
す
る
成
長
期
に
お
い
て
ど

ん
な
に
、
人
の
心
を
感
動
さ
せ

て
い
る
か
と
思
う
時
、
現
在
の

恵
ま
れ
た
環
境
で
、
少
し
で
も

そ
の
絵
心
の
解
る
、
豊
か
な
、

人
間
味
の
あ
る
青
年
が
一
人
で

も
多
く
育
つ
こ
と
を
ひ
そ
か
に

願
い
た
い
の
で
す
。
幸
い
美
術

館
は
、
海
岸
に
隣
接
し
て
い
ま

す
の
で
、
欲
を
申
し
ま
す
と
、
水

族
館
と
か
、
海
洋
公
園
等
を
併

せ
て
一
つ
の
文
化
公
園
、
或
は

文
化
地
区
と
い
っ
た
も
の
で
あ

れ
ば
、
そ
の
方
同
に
行
け
ば
子

供
共
々
楽
し
め
る
も
の
が
あ
る

と
存
じ
ま
す
し
、
ま
た
さ
ら
に

魅
力
の
あ
る
美
術
館
と
な
る
で

し
ょ
う
。
例
え
ば
多
く
は
存
じ

ま
せ
ん
が
、
上
野
の
山
、
京
都

で
は
岡
崎
公
園
の
よ
う
に
、
絶

え
る
こ
と
な
く
訪
れ
る
人
達
の

い
こ
い
の
場
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。ヒ

ッ
ト
し
て
は
廃
た
れ
消
え

て
ゆ
く
短
命
な
歌
謡
曲
と
興
り

作
品
の
意
味
や
そ
の
背
景
等
を

理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
受
け

る
感
動
は
大
き
く
、
成
長
期
の

青
少
年
に
生
き
る
魅
力
を
つ
か

む
動
機
を
与
え
る
企
画
を
、
公

的
な
立
場
か
ら
、
計
画
し
て
く

だ
さ
る
こ
と
を
、
切
に
お
願
い

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。



みる・かたる・つくる-

県
外
の
美
術
と
文
化
財
を
訪
ね
て

み
ま
せ
ん
か

群
馬
・
栃
木

-

体

展

(
9
月
1
‖
月
)

県
立
美
術
館
で
は
、
友
の
会
と

共
催
で
「
第
九
回
県
外
の
美
術
と

文
化
財
を
訪
ね
る
バ
ス
旅
行
」
を

左
記
の
よ
う
に
計
画
し
参
加
者
を

募
集
し
て
い
る
。

主
な
見
学
先
は
、
群
馬
の
伊
香

保
、
榛
名
湖
、
榛
名
神
社
の
自
然

美
を
味
お
い
、
さ
ら
に
栃
木
県
、

群
馬
県
の
博
物
館
、
美
術
館
を
訪

ね
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

㈲
期
日

昭
和
5
4
年
1
 
1
月
1
7
日
脚
̃
1
8
日

㈲
、
一
泊
二
日
、
晴
雨
に
か
か

わ
ら
ず
実
施

㈲
利
用
乗
物

観
光
バ
ス
一
台

㈲
募
集
人
員

五
十
名

㈲
参
加
費

二
二
、
〇
〇
〇
円
(
バ
ス
代
・
宿

泊
費
・
見
学
料
等
)
、
乗
車
の

・
際
い
た
だ
き
ま
す
。

㈲
集
合
場
所
・
時
刻

国
鉄
千
葉
駅
近
く
の
千
葉
相
互

銀
行
本
店
前
に
十
七
日
㈲

午

前
八
時
三
十
分
に
集
合
の
こ
と

㈲
見
学
場
所

栃
木
県
足
利
市
栗
田
美
術
館
、

伊
香
保
温
泉
、
榛
名
湖
、
榛
名

神
社
、
群
馬
県
立
近
代
美
術
館
、

同
歴
史
博
物
館

㈲
帰
京

十
八
日
牛
後
五
時
三
十

分
、
国
鉄
千
葉
駅
前

解
散

㈲
お
申
し
込
み
に
つ
い
て

●
県
立
美
術
館
友
の
会
事
務
局
あ

て
、
往
復
は
が
き
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

(
住
所
、
自
宅
の
電
話
番
号
、
男

女
の
区
別
を
明
確
に
記
入
し
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
)

●
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
せ
ん

に
い
た
し
ま
す
。

●
決
定
後
参
加
で
き
る
方
、
で
き

な
い
方
を
ご
逆
絡
い
た
し
ま
す
。

●
〆
切
日

1
 
0
月
宣
6
日
㈹
ま
で

●
不
明
の
点
の
照
会
は
友
の
会
の

事
務
局
ま
で

電
話
〇
四
七
二
(
四
二
)
八
三
二

友
の
会
に
入
会
し
ま
せ
ん
か

美
術
を
愛
好
す
る
県
民
の
広
場

と
し
て
「
友
の
会
」
が
あ
り
、
現

在
、
約
一
〇
二
〇
余
名
の
方
々
が

展
覧
会
の
鑑
賞
や
各
美
術
品
座
、

見
学
会
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

現
在
新
会
員
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

九
月
の
入
会
者
は
入
会
金
を
含
め

て
千
五
百
円
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
の
問
い
合
か
せ
、

入
会
手
続
は
、
本
館
学
芸
課
内
、

「
友
の
会
事
務
局
」
ま
で
。

●

▽
第
5
園
児
童
合
同
美
術
展

9
・
4
̃
9
・
9

無
料

▽
第
8
回
写
真
千
葉
県
境

9
・
4
-
9
・
1
 
6

無
料

▽
第
1
 
9
回
白
扇
書
道
会
展
・
全
国

学
生
書
道
展

9
・
‖
∵
-
9
・
1
6

無
料

▽
干
葉
7
9
廉

9
・
1
8
̃
9
・
2
4

無
料

▽
第
9
園
新
構
造
干
葉
支
部
展

9
・
2
6
̃
9
・
的

無
料

▽
文
化
普
通
会
千
葉
県
連
合
会
書

適
度9

・
2
6
̃
9
・
約

無
料

▽
フ
ァ
ン
シ
ー
槙

1
0
・
2
̃
1
 
0
・
了

無
料

▽
千
葉
県
勤
労
者
美
術
膿

1
0
・
2
̃
川
・
了

無
料

▽
「
明
る
く
楽
し
い
家
庭
つ
く
り
」

作
品
腱

1
0
・
2
̃
1
0
・
7

無
料

▽
干
葉
市
中
中
養
護
学
校
児
童
生

徒
作
品
総
合
腿

的
・
9
-
1
0
・
1
8

無
料

▽
第
3
 
1
固
千
葉
県
美
術
展
覧
会

1
0
・
2
7
̃
‖
・
1
8

無
料

▽
第
‖
曲
馬
校
芸
術
祭
(
美
術
・

工
芸
・
書
道
作
品
瑛
)

H
・
2
2
̃
1
2
・
2

無
料

▽
干
葉
姓
芸
術
祭
参
加
写
真
展

‖
・
2
2
̃
1
2
・
2

無
料
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8
日1478

館

者

市
川
市
文
化
課
長
他
四

名浅
見
薯
舟
氏

福
島
県
教
育
委
員
会

埼
玉
県
立
博
物
館
二
名

東
葛
飾
地
方
教
育
セ
ン

タ
ー
一
行

東
京
都
豊
島
区
教
育
主

任
会
職
員
研
修
所
研
修

生干
葉
市
文
化
課
長

松
井
干
葉
市
長

国
立
公
園
協
会
二
名

柏
ユ
ネ
ス
コ
協
会

福
岡
市
議
会
議
員
一
行

神
奈
川
県
教
育
委
員
会

社
会
部
長

板
橋
区
立
美
術
館
四
名

関
プ
ロ
営
繕
課
担
当
者

弘
前
大
学
教
授
他
一
名

カ
ナ
ダ
大
使
館
二
名

干
葉
市
収
入
役

福
岡
県
文
化
会
館
管
理

部
長

山
武
郎
市
美
術
主
任
こ
け

今
井
県
教
育
長

千
葉
市
教
育
委
員
会

日

記

抄

6
月6

県
立
美
術
館
・
博
物
館

研
究
会
(
風
土
記
の
丘
)

8

関
東
地
区
博
物
館
協
会

総
会
へ
今
市
市
)

9

県
教
育
庁
地
方
出
張
所

庶
務
研
究
会

9
1
0
デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座

27 19 11

カ
ナ
ダ
展
打
ち
合
わ
せ

(
カ
ナ
ダ
大
使
館
)

美
術
館
協
議
全

県
芸
術
祭
実
行
委
員
会

7
日
‥7

8
デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座

1
0

美
術
館
・
博
物
館
庶
務

課
長
会
議

1
3

博
物
館
実
習
始
ま
る
。

2
0

日
本
の
風
土
展
オ
ー
プ

2
4

監
査
委
員
定
期
監
査

2
8

第
二
回
美
術
を
語
る
会

美
術
館
研
究
員
会
議

軌

カ
ナ
ダ
風
景
画
展
オ
ー

プ
ン

8
月3

4
第
三
回
美
術
館
夏
季
大

学

1
6

千
葉
県
移
動
美
術
館
オ

ー
プ
ン

(
成
田
)

2
5
2
6
て
ん
刻
入
門
講
座

8


